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放 nll の際とオージ、工電一子放 nll にむいて差があると考えられ，実測結果の理論計算の結果にはよい 4致
がみられた口従ってアルカリノ、イライドのオージエ電子の化学シフトの主な原子はこの分極エネルギ
ーにあると結;諭した。
2 )亜鉛のLMM オージエ電千の化学シフトは光電子の化学シフトに比べて s般に大き ~\o Shirley 
らはオージエ電子のエネルギーとして次の式をあたえている。
EL司可 =E(U-2E(M)一十R
ここでEIM 川はオージエ電子エネルギー， E(L) , E(M) はそれぞれL殻， M殻の結合エネルギー ー





















加し， NaF と NaI とでは 2.6ev のシフトがあることを [0J君は測定によって認めた。錦田君は，この化
学シフトの相違は…・電子空孔生成と 2 電千空孔生成にもとずく，アルカリ金属イオンを囲む原子 kの
電子の中心電子孔に対する分極エネルギーの大きさにもとづくものと考え，理論的にこのエネルギー
を計算し実測値と非常に良い一致を得た。又この分極エネルギーはアニオンの化学的性質を示すパラ
メーターとしてR.G. Pearson のHard-Soft Acid-Baseの概念との相関を明らかにした c 次に!日]君は
金属塩および錯体中の亜鉛からのLMM Auger電子のスペクトルについて研究した。ここで錦田君は
原子の外殻準位の分光学データと Auger 電子エネルギーおよび内殻電子イオン化エネルギーの実測値
とから，電子放出によって発生する価電子の再配列エネルギーを求める方法を提案した。これによっ
て化合物中の l つの中心金属に対する化学結合の変化をこの再配列エネルギーから観測することが可
能となった。硫黄は種々の酸化数をとる元素である。錦田君はこの元素については，他と異なり，オ
ージエ電子エネルギーの化学シフトが光電子エネルギーのそれより小さいことを実験によって見出し
た。この実験値から硫黄の価電子の数を求めこれより硫黄原子を囲む他の原子の分極エネルギーを純
粋に抽出することに成功した。
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この他錦田君はカリウム塩のAuger電子スベクトルにおいて主ピークより大きいサテライトの出現
を発見し，この原因を理論的に解析した。その結果これはAuger電子放出に伴なってカリウムに結合
している対アニオンの価電子が励起してカリウムの空軌道と相互作用するために起る電荷移動反応に
よるサテライトであることを明らかにした。
錦田俊一君の一連の研究はいづれも織密な実験にもとづく独創的な解析の結果であり，無機化合物
の化学結合の電価分布の新しい尺度を提案するものであり示性分析化学の立場から見て理学博士の学
位を授与するに十分価値あるものと認める。
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